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(57)【要約】
【課題】温泉水生成システムを提供する。
【解決手段】温泉水生成システムは、溶解補助槽、混合
槽、水源、主溶解槽、貯蔵タンク、からなる。溶解補助
槽は少なくとも一つの溶解補助物質を収容する。混合槽
は溶解補助槽に連接される。水源は溶解補助槽と混合槽
に連接され、水道水を溶解補助槽と混合槽中に流入する
。溶解補助槽中に流入された水道水は溶解補助物質と溶
解補助剤を形成し、溶解補助剤は混合槽中に流入し、混
合槽中の水道水と混合されて溶解補助液を形成する。主
溶解槽は混合槽に連接されると共に、少なくとも一つの
鉱物を収容する。溶解補助液は混合槽から主溶解槽中に
流入して、鉱物と反応して温泉水を形成する。温泉水の
貯蔵タンクは主溶解槽に連接されて、温泉水を保存する
。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
温泉水生成システムであって、
少なくとも一つの溶解補助物質を収容する溶解補助槽と、
前記溶解補助槽に連接される混合槽と、
前記溶解補助槽と前記混合槽に連接され、水道水を前記溶解補助槽と前記混合槽中に流入
して溶解補助剤を形成し、前記溶解補助剤は前記混合槽中に流入して、前記混合槽中の水
道水と混合されて溶解補助液を形成する水源と、
前記混合槽に連接されると共に、少なくとも一つの温泉鉱物を収容し、前記混合槽の前記
溶解補助液が流入し、前記温泉鉱物と反応して温泉水を形成する主溶解槽と、
前記主溶解槽に連接されて、温泉水を保存する貯蔵タンクと
からなることを特徴とする温泉水生成システム。
【請求項２】
さらに、前記溶解補助槽と前記水源の間に連接され、前記溶解補助槽上に設置される水圧
調節装置を有し、前記溶解補助槽中に流入される水道水の流量を調節することを特徴とす
る請求項１記載の温泉水生成システム。
【請求項３】
前記水圧調節装置は、第一微流制御素子、第一出水管、および第二出水管を有し、前記第
一微流制御素子は前記溶解補助槽に連接され、前記第一出水管は前記第一微流制御素子上
に位置すると共に、前記混合槽中に延伸し、また、前記第二出水管は前記第一出水管上に
位置すると共に、前記混合槽中に延伸することを特徴とする請求項２記載の温泉水生成シ
ステム。
【請求項４】
前記第一微流制御素子は、フィルター膜、繊維フィルター布、または精密セラミック板を
含むことを特徴とする請求項３記載の温泉水生成システム。
【請求項５】
さらに、前記第一出水管上に設置され、前記第一出水管を流れる水道水の流量を制御する
第一流量制御弁を有することを特徴とする請求項３記載の温泉水生成システム。
【請求項６】
前記溶解補助槽は、少なくとも一つの第一空間と少なくとも一つの第二空間を有し、前記
第一空間は前記第二空間上に位置すると共に、前記溶解補助物質を収納し、前記第二空間
は混合槽に連通すると共に、複数の多孔バイオボールを収納し、前記溶解補助剤は、前記
第二空間と前記多孔バイオボールを経て、前記混合槽中に流入することを特徴とする請求
項１記載の温泉水生成システム。
【請求項７】
さらに、前記第二空間と前記混合槽間に連接される第一輸送管を有し、前記溶解補助剤は
前記第二空間、前記多孔バイオボール、および前記第一輸送管を経て前記混合槽中に流れ
ることを特徴とする請求項６記載の温泉水生成システム。
【請求項８】
前記溶解補助槽は、さらに、前記第一空間と前記第二空間の間に設置される少なくとも一
つの第二微流制御素子を有することを特徴とする請求項６記載の温泉水生成システム。
【請求項９】
前記第二微流制御素子はフィルター膜、繊維フィルター布、または精密セラミック板を含
むことを特徴とする請求項８記載の温泉水生成システム。
【請求項１０】
前記混合槽は複数の多孔バイオボールを収納することを特徴とする請求項１記載の温泉水
生成システム。
【請求項１１】
さらに、前記温泉水貯蔵タンク中に設置されると共に、前記水源に電気的に連接される液
位感知素子を有し、前記液位感知素子は、前記貯蔵タンク中の温泉水の水位を感知して、
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前記水源を制御し、水道水を前記溶解補助槽と前記混合槽中に流入することを特徴とする
請求項１記載の温泉水生成システム。
【請求項１２】
さらに、第二輸送管とポンプを有し、前記第二輸送管は前記混合槽と前記主溶解槽に連接
され、前記ポンプは前記第二輸送管に連接され、前記混合槽中の前記溶解補助液は前記ポ
ンプにより汲み取られて、前記第二輸送管を経て、前記主溶解槽中に流入することを特徴
とする請求項１記載の温泉水生成システム。
【請求項１３】
さらに、前記主溶解槽と前記第二輸送管に連通する集気導管を有し、前記主溶解槽が生成
する前記溶解補助気体は前記集気導管により収集され、前記溶解補助液に伴って、前記第
二輸送管から前記主溶解槽中に輸送されて、温泉鉱物と反応し、温泉水を形成することを
特徴とする請求項１２記載の温泉水生成システム。
【請求項１４】
さらに、前記集気導管と前記第二輸送管の間に連接される気体－液体混合器を有し、前記
集気導管中の前記溶解補助気体と前記第二輸送管中の前記溶解補助液を混合することを特
徴とする請求項１３記載の温泉水生成システム。
【請求項１５】
前記集気導管は前記混合槽中に延伸することを特徴とする請求項１３記載の温泉水生成シ
ステム。
【請求項１６】
さらに、前記第二輸送管と前記混合槽間に連接される第一横輸送管を有し、前記主溶解槽
中に流れる前記溶解補助液の流量を調節することを特徴とする請求項１２記載の温泉水生
成システム。
【請求項１７】
さらに、前記第一横輸送管上に設置される第二流量制御弁を有し、前記第一横輸送管を流
れる前記溶解補助液の流量を制御することを特徴とする請求項１６記載の温泉水生成シス
テム。
【請求項１８】
さらに、前記第二輸送管と前記貯蔵タンク間に連接される第二横輸送管を有することを特
徴とする請求項１２記載の温泉水生成システム。
【請求項１９】
さらに、前記第二横輸送管上に設置される第三流量制御弁を有することを特徴とする請求
項１８記載の温泉水生成システム。
【請求項２０】
さらに、前記主溶解槽と前記貯蔵タンク間に連接される第三輸送管を有し、前記主溶解槽
中の温泉水は、前記第三輸送管から前記貯蔵タンク中に流入することを特徴とする請求項
１記載の温泉水生成システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、温泉水生成システムに関するものであって、特に、水質泉質化効果を達成す
る温泉水生成システムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、生活品質の向上により観光等の娯楽も重視され、中でも、温泉は人々が好む娯楽
の一つである。
【０００３】
　しかし、温泉資源が大量に開発されて温泉用水も乏しくなり、さらに、都市と温泉地の
距離も遠く、人々は交通手段により温泉地へと赴かなければならない。よって、人工温泉
機もその存在の必要性がある。人工温泉機は温泉資源の不足を補うほか、地熱水を汲み取
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ることにより生じる地盤沈下や泉質劣化等の問題を防止することができる。この他、人工
温泉機の出現により、温泉地の祝日の混雑と温泉地の環境悪化を減少させる。
【０００４】
　特に、現在の人工温泉機は塩素の除去を主な功能とし、泉質化効果のある温泉を生成す
る。他、人工温泉機は多くが機能性温泉水を生成するもので、鉱物性温泉水を生成するこ
とができない。よって、人工温泉機が生成する温泉水は温泉法に規定される水質基準に符
合しない。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、温泉水生成システムを提供し、温泉鉱物中から効果的に適当な濃度のイオン
（カルシウムイオン、および、炭酸水素イオン）を溶出し、水質泉質化を達成することを
目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明にかかわる温泉水生成システムは、溶解補助槽、混合槽、水源、主溶解槽、およ
び貯蔵タンクから構成される。溶解補助槽は少なくとも一つの溶解補助物質を収容する。
混合槽は溶解補助槽に連接される。水源は溶解補助槽と混合槽に連接され、水道水を溶解
補助槽と混合槽中に流入する。溶解補助槽中に流入された水道水は溶解補助物質と溶解補
助剤を形成し、溶解補助剤は混合槽中に流入し、混合槽中の水道水と混合されて溶解補助
液を形成する。主溶解槽は混合槽に連接されると共に、少なくとも一つの鉱物を収容する
。溶解補助液は混合槽から主溶解槽中に流入して、鉱物と反応して温泉水を形成する。温
泉水の貯蔵タンクは主溶解槽に連接されて、温泉水を保存する。
【０００７】
　本発明の温泉水生成システムは、さらに溶解補助槽と水源の間に連接され、溶解補助槽
上に設置される水圧調節装置を有し、溶解補助槽中に流入される水道水の流量を調節する
。
【０００８】
　また、水圧調節装置は、第一微流制御素子、第一出水管、および第二出水管を有し、第
一微流制御素子は溶解補助槽に連接され、第一出水管は第一微流制御素子上に位置すると
共に、混合槽中に延伸し、また、第二出水管は第一出水管上に位置すると共に、混合槽中
に延伸していることが好ましい。
【０００９】
　また、第一微流制御素子は、フィルター膜、繊維フィルター布、あるいは、精密セラミ
ック板を含む。
【００１０】
　また、第一出水管上に設置され、第一出水管を流れる水道水の流量を制御する第一流量
制御弁を有することが好ましい。
【００１１】
　また、溶解補助槽は少なくとも一つの第一空間と少なくとも一つの第二空間を有し、第
一空間は第二空間上に位置すると共に、溶解補助物質を収納し、第二空間は混合槽に連通
すると共に、複数の多孔バイオボールを収納し、溶解補助剤は、第二空間と多孔バイオボ
ールを経て、混合槽中に流入することが好ましい。
【００１２】
　また、さらに、第二空間と混合槽間に連接される第一輸送管を有し、溶解補助剤は第二
空間、多孔バイオボール、および第一輸送管を経て混合槽中に流れることが好ましい。
【００１３】
　また、溶解補助槽は、さらに、第一空間と第二空間の間に設置される少なくとも一つの
第二微流制御素子を有することが好ましい。
【００１４】
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　また、第二微流制御素子はフィルター膜、繊維フィルター布、または精密セラミック板
を含むことが好ましい。
【００１５】
　また、混合槽は複数の多孔バイオボールを収納することが好ましい。
【００１６】
　また、本発明中、さらに、温泉水貯蔵タンク中に設置されると共に、水源に電気的に連
接される液位感知素子を有し、液位感知素子は、貯蔵タンク中の温泉水の水位を感知して
、水源を制御し、水道水を溶解補助槽と混合槽中に流入する。
【００１７】
　また、さらに、第二輸送管とポンプを有し、第二輸送管は混合槽と主溶解槽に連接され
、ポンプは第二輸送管に連接され、混合槽中の溶解補助液はポンプにより汲み取られて、
第二輸送管を経て、主溶解槽中に流入することが好ましい。
【００１８】
　また、さらに、主溶解槽と第二輸送管に連通する集気導管を有し、主溶解槽が生成する
溶解補助気体は集気導管により収集され、溶解補助液に伴って、第二輸送管から主溶解槽
中に輸送されて、温泉鉱物と反応し、温泉水を形成することが好ましい。
【００１９】
　また、集気導管と第二輸送管の間に連接される気体－液体混合器を有し、集気導管中の
溶解補助気体と第二輸送管中の溶解補助液を混合することが好ましい。
【００２０】
　また、集気導管は混合槽中に延伸することが好ましい。
【００２１】
　また、さらに、第二輸送管と混合槽間に連接される第一横輸送管を有し、主溶解槽中に
流れる溶解補助液の流量を調節することが好ましい。
【００２２】
　また、さらに、第一横輸送管上に設置される第二流量制御弁を有し、第一横輸送管を流
れる溶解補助液の流量を制御することが好ましい。
【００２３】
　また、さらに、第二輸送管と貯蔵タンク間に連接される第二横輸送管を有することが好
ましい。
【００２４】
　また、第二横輸送管上に設置される第三流量制御弁を有することが好ましい。
【００２５】
　また、主溶解槽と貯蔵タンク間に連接される第三輸送管を有し、主溶解槽中の温泉水は
、第三輸送管から貯蔵タンク中に流入することが好ましい。
【発明の効果】
【００２６】
　本発明の温泉水生成システムによれば、効果的に温泉鉱物の溶解速度を増加し、短時間
内で、水道水を泉質基準に符合する温泉水に転化させることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２７】
　図１を参照すると、本実施例の温泉水生成システム１００は、主に、溶解補助槽１０５
、混合槽１１０、水源１１５、主溶解槽１２０、温泉水貯蔵タンク１２５、水圧調節装置
１３０、第一流量制御弁１３５、第一輸送管１４０、液位感知素子１４５、第二輸送管１
５０、ポンプ１５５、集気導管１６０、気体－液体混合器１６５、第一横輸送管１７０、
第二流量制御弁１７５、第二横輸送管１８０、第三流量制御弁１８５、および第三輸送管
１９０から構成される。
【００２８】
　図１で示されるように、水源１１５は出水管１９５により溶解補助槽１０５と混合槽１
１０に連接されて、水道水を溶解補助槽１０５と混合槽１１０中に流入する。具体的には
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、水源１１５が提供する水道水は、水圧調節装置１３０を経て溶解補助槽１０５と混合槽
１１０中に流入し、別に、直接、混合槽１１０中に流入する。
【００２９】
　図１と図２で示されるように、水圧調節装置１３０は溶解補助槽１０５と水源１１５の
間に連接され、水圧調節装置１３０が溶解補助槽１０５上に設置され、溶解補助槽１０５
中に流入された水道水の流量を調節する。さらに詳細には、水圧調節装置１３０は第一微
流制御素子１３０ａ、第一出水管１３０ｂ、および、第二出水管１３０ｃを有する。第一
微流制御素子１３０ａは溶解補助槽１０５の上部に連接されると共に、第一微流制御素子
１３０ａはフィルター膜、繊維フィルター布、あるいは、精密セラミック板から構成され
る。例えば、第一微流制御素子１３０ａはセルギャップが１～５μｍのフィルター膜、あ
るいは、セルギャップが１０μｍの繊維フィルター布から構成される。第一出水管１３０
ｂは第一微流制御素子１３０ａ上に位置し、第一出水管１３０ｂは混合槽１１０中に延伸
する。第二出水管１３０ｃは第一出水管１３０ｂの上に位置すると共に、第二出水管１３
０ｃは混合槽１１０中に延伸する。この他、第一流量制御弁１３５は、第一出水管１３０
ｂの上に設置され、第一出水管１３０ｂを流れる水道水の流量を制御する。注意すべきこ
とは、第一出水管１３０ｂを流れる水道水の流量は、好ましくは、第二出水管１３０ｃを
流れる水道水の流量より少なく、その調整は第一流量制御弁１３５により行う。上述のよ
うに、第一微流制御素子１３０ａの制限、および、第一出水管１３０ｂと第二出水管１３
０ｃの存在により、水圧調節装置１３０中に流入する水道水は大部分が第一出水管１３０
ｂと第二出水管１３０ｃから混合槽１１０中に流れ、極僅かな部分の水道水が第一微流制
御素子１３０ａから溶解補助槽１０５中に流入する。
【００３０】
　図１と図２を引き続き参照すると、溶解補助槽１０５は混合槽１１０に連接され、溶解
補助槽１０５は二つの第一空間１０５ａと第二空間１０５ｂ、および、二つの第二微流制
御素子１０５ｃを有する。第二微流制御素子１０５ｃは第一空間１０５ａと第二空間１０
５ｂ間に設置され、第二微流制御素子１０５ｃも、フィルター膜、繊維フィルター布、あ
るいは、精密セラミック板から構成される。例えば、第二微流制御素子１０５ｃはセルギ
ャップが１～５μｍのフィルター膜、あるいは、セルギャップが１μｍの繊維フィルター
布から構成される。二つの第一空間１０５ａは第二空間１０５ｂ上に位置し、それぞれ、
二種の異なる溶解補助物質Ｓ、あるいは、相同の溶解補助物質Ｓをそれぞれ収納する（図
１で示される）。例えば、二個の第一空間１０５ａはそれぞれ、酸性、および、アルカリ
性の溶解補助物質Ｓを収納する。第二空間１０５ｂは混合槽１１０に連通すると共に、第
二空間１０５ｂ内は複数の多孔バイオボール（あるいは、多孔ギャップボール）Ｂを収納
する。さらに具体的には、第一輸送管１４０は第二空間１０５ｂと混合槽１１０の間に連
接され、第二空間１０５ｂは第一輸送管１４０により混合槽１１０に連通する。この他、
混合槽１１０内は複数の多孔バイオボール（あるいは、多孔ギャップボール）Ｂを収納す
る。
【００３１】
　主溶解補助槽１２０は混合槽１１０に連接される。さらに詳細には、第二輸送管１５０
は混合槽１１０と主溶解槽１２０に連接され、ポンプ１５５は第二輸送管１５０に連接さ
れる。上述のように、主溶解槽１２０は第二輸送管１５０により混合槽１１０に連接され
る。この他、主溶解槽１２０内は多種の異なる温泉鉱物を収納する。さらに詳細には、図
１で示されるように、主溶解補助槽１２０内は、選択的に三つの領域に区分され、三種の
異なる温泉鉱物Ｍ１、Ｍ２、Ｍ３を収納する。例えば、温泉鉱物Ｍ１、Ｍ２、Ｍ３は、以
下の物に限定されないが、それぞれ、麦飯石、電気石、および、活性炭で、温泉鉱物Ｍ１
、Ｍ２、Ｍ３は、実際の泉質により異なる鉱物の種類と相関関係を有する。
【００３２】
　温泉水貯蔵タンク１２５は主溶解補助槽１２０に連接され、温泉水を保存する。さらに
詳細には、第三輸送管１９０は主溶解補助槽１２０と貯蔵タンク１２５の間に連接される
。よって、貯蔵タンク１２５は第三輸送管１９０により主溶解槽１２０に連接される。
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【００３３】
　液位感知素子１４５は貯蔵タンク１２５中に設置されると共に、水源１１５に電気的に
連接され、ここで、液位感知素子１４５は主に、貯蔵タンク１２５中の温泉水の水位を感
知し、感知信号を水源１１５に伝送して、水源１１５の給水を制御する。つまり、液位感
知素子１４５は貯蔵タンク１２５中の温泉水の水位を感知し、水源１１５が継続して溶解
補助槽１０５、および、混合槽１１０中に水道水を流入するかどうか決定する。
【００３４】
　集気導管１６０は、主溶解槽１２０、および、第二輸送管１５０に連通し、集気導管１
６０は混合槽１１０中に延伸する。本実施例中、集気導管１６０はそれぞれ、主溶解槽１
２０の三領域にそれぞれ連通する。
【００３５】
　気体－液体混合器１６５は集気導管１６０と第二輸送管１５０の間に連接される。
【００３６】
　第一横輸送管１７０は第二輸送管１５０と混合槽１１０の間に連接され、第二流量制御
弁１７５は第一横輸送管１７０上に設置される。
【００３７】
　第二横輸送管１８０は第二輸送管１５０と貯蔵タンク１２５の間に連接され、第三流量
制御弁１８５は第二横輸送管１８０上に設置される。
【００３８】
　続いて、温泉水生成システム１００の作動方式を説明する。
【００３９】
　図１を参照すると、まず、水源１１５により提供される水道水は直接混合槽１１０に流
入し、また、水圧調節装置１３０により溶解補助槽１０５中に流入する。注意すべきこと
は、水道水が水圧調節装置１３０に流入する時、第一微流制御素子１３０ａの制限と第一
出水管１３０ｂと第二出水管１３０ｃの存在により、水圧調節装置１３０中の水道水の大
部分は、第一出水管１３０ｂと第二出水管１３０ｃから混合槽１１０中に流入し、極僅か
な部分の水道水が第一微流制御素子１３０ａ（セルギャップが１０μｍの繊維フィルター
布）から溶解補助槽１０５中に流入する。続いて、溶解補助槽１０５中に流入する少量の
水道水は二個の第一空間１０５ａ内の溶解補助物質Ｓを流れ、溶解補助物質Ｓを溶解して
、溶解補助剤を形成する。ここで、両第一空間１０５ａ内は、選択的に、酸性、および、
アルカリ性の溶解補助物質Ｓを収納し、酸性アルカリ性の作用により、溶解補助剤のｐＨ
を調整する。例えば、両第一空間１０５ａ内が、すべて酸性の溶解補助物質Ｓである時、
酸性の溶解補助剤を形成する。その後、溶解補助剤は第二微流制御素子１０５ｃ（セルギ
ャップが１μｍの繊維フィルター布）を経て、第二空間１０５ｂ中に流入し、第二空間１
０５ｂ内の複数の多孔バイオボール（あるいは、多孔セルギャップボール）Ｂ、および、
第一輸送管１４０を経て、混合槽１１０中に流入する。注意すべきことは、第二微流制御
素子１０５ｃ（セルギャップが１μｍの繊維フィルター布）を経て第二空間１０５ｂに流
入する飽和溶解補助剤は複数の多孔バイオボール（あるいは、多孔セルギャップボール）
Ｂで水と混合して（溶解補助剤の進行径路と混合時間が増長するため）、均一な溶解補助
剤を形成する。
【００４０】
　この他、本実施例中、溶解補助槽１０５と第一輸送管１４０間の液圧が平衡を保持しな
ければならないので、混合槽１１０中に流入する溶解補助剤の量は、水圧調節装置１３０
の第一微流制御素子１３０ａ（セルギャップが１０μｍのフィルター布）を経て溶解補助
槽１０５中に流入する水道水の量と相同である。さらに詳細には、水源１１５が水道水を
水圧調節装置１３０中に輸送するのを停止する時（あるいは、温泉水生成システム１００
が作動しない時）、溶解補助槽１０５はいかなる溶解補助剤も混合槽１１０中に流入させ
ない。
【００４１】
　溶解補助剤が混合槽１１０中に流入した後、溶解補助剤と混合槽１１０中の水道水が混
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合されて溶解補助液を形成する。ここで、混合槽１１０内の複数の多孔バイオボール（あ
るいは、多孔セルギャップボール）Ｂの配置により、溶解補助剤は混合槽１１０中の水道
水と混合されて、均一な溶解補助液を形成する。続いて、溶解補助液はポンプ１５５の汲
み取りにより、第二輸送管１５０から主溶解補助槽１２０中に流入する。ここで、溶解補
助液は下から上に主溶解槽１２０内の温泉鉱物Ｍ１、Ｍ２、Ｍ３を流れ、反応して温泉水
を形成する。つまり、溶解補助液は温泉鉱物Ｍ１、Ｍ２、Ｍ３に適当な濃度のイオン（カ
ルシウムイオン、炭酸水素イオン、あるいは、水素イオン等）を溶出させる。例えば、溶
解補助液は温泉鉱物Ｍ１（麦飯石）、Ｍ２（電気石）のイオン化と電解化を促し、温泉鉱
物Ｍ３（活性炭）の吸着作用によりＰＨ５～６で、酸化還元電位が２５０ｍＶの優良な温
泉水を形成する。その後、主溶解槽１２５中の温泉水は、第三輸送管１９０を経て貯蔵タ
ンク１２５中に流れる。最後に、貯蔵タンク１２５中の温泉水は出力管１９６により出力
されて使用される。
【００４２】
　一方、溶解補助液は主溶解槽１２０の三領域内の温泉鉱物Ｍ１、Ｍ２、Ｍ３と溶解反応
する時、通常、溶解補助気体（例えば、二酸化炭素気体）を生成し、この種の溶解補助気
体は温泉鉱物Ｍ１、Ｍ２、Ｍ３の溶解効率を向上させる。よって、三領域に連通する集気
導管１６０は、溶解補助気体を収集する。特に、第二輸送管１５０が溶解補助液を輸送す
る時に提供される負圧、あるいは、吸力により、集気導管１６０内の溶解補助気体は気体
－液体混合器１６５に吸い込まれて、第二輸送管１５０内の溶解補助液と気体－液体混合
を実行する。気体－液体混合後の溶解補助気体と溶解補助液は一緒に主溶解槽１２０中に
輸送され、温泉鉱物Ｍ１、Ｍ２、Ｍ３を経て、反応を促進して温泉水を形成する。
【００４３】
　この他、第二輸送管１５０により主溶解槽１２０に輸送される溶解補助液の流量が過大
になるのを防止するため、第一横輸送管１７０上の第二流量制御弁１７５が開放されて、
第二輸送管１５０中の溶解補助液を第一横輸送管１７０から混合槽１１０中に分流させ、
これにより、主溶解槽１２０に流れる溶解補助液の流量は調節される。
【００４４】
　また、貯蔵タンク１２５中の温泉水が濃い場合（温泉水中のイオン含量が高い場合）、
第二横輸送管１８０上の第三流量制御弁１８５は開放され、貯蔵タンク１２５中の温泉水
は第二横輸送管１８０、および、第二輸送管１５０を経て主溶解槽１２０中に輸送され、
再度、温泉鉱物Ｍ１、Ｍ２、Ｍ３と溶解反応する。最後に、再度、温泉鉱物Ｍ１、Ｍ２、
Ｍ３と溶解反応した温泉水は、第三輸送管１９０を経て、貯蔵タンク１２５中に流入する
。
【００４５】
　上述のように、本発明の温泉水生成システムは効果的に温泉鉱物の溶解速度を増加し、
短時間内で、水道水を泉質基準に符合する温泉水に転化させる。
【００４６】
　本発明では好ましい実施の形態を前述の通り開示したが、本発明は決してこれらに限定
されるものではなく、当業者であれば、本発明の精神と範囲を脱しない範囲内で各種の変
形や修正を加えることができるが、これらが特許請求の範囲に含まれることはいうまでも
ない。
【図面の簡単な説明】
【００４７】
【図１】本発明の温泉水生成システムの平面図である。
【図２】本発明の温泉水生成システムの溶解補助槽、および、水圧調節装置の立体図であ
る。
【符号の説明】
【００４８】
１００　　温泉水生成システム
１０５　　溶解補助槽



(9) JP 2008-161663 A 2008.7.17

10

20

１０５ａ　第一空間
１０５ｂ　第二空間
１０５ｃ　第二微流制御素子
１１０　　混合槽
１１５　　水源
１２０　　主溶解槽
１２５　　温泉水貯蔵タンク
１３０　　水圧調節裝置
１３０ａ　第一微流制御素子
１３０ｂ　第一出水管
１３０ｃ　第二出水管
１３５　　第一流量制御弁
１４０　　第一輸送管
１４５　　液位感知素子
１５０　　第二輸送管
１５５　　ポンプ
１６０　　集気導管
１６５　　気体－液体混合器
１７０　　第一横通輸送管
１７５　　第二流量制御弁
１８０　　第二横通輸送管
１８５　　第三流量制御弁
１９０　　第三輸送管
１９５　　出水管
１９６　　出力管
Ｂ　　多孔バイオボール
Ｍ１、Ｍ２、Ｍ３　温泉鉱物
Ｓ　　溶解補助物質
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